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『人生地理学』経済思想研究序説
─牧口常三郎初期経済思想研究　1 ─
坂　本　幹　雄
　牧口常三郎の学説体系の主柱の 1 つとして経済学をあげることができる。牧口の
経済学からの摂取は、大別して初期の『人生地理学』1）と後期の『創価教育学体系』
第 2 巻第 3 編の「価値論」2）の 2 つがある3）。
　小論はまず「牧口常三郎初期経済思想研究」として『人生地理学』を経済学・経
済思想史の観点から解読していきたい。
1 ．小論の構成─心構えと準備
　『人生地理学』を読んで真っ先に気にかかった点は、分業論、マーシャル、およ
びチューネンである。分業論はアダム・スミスを想起させる経済学の伝統概念であ
る。マーシャル経済学は現代経済学において、その基礎概念が最も親しまれている
ものである。チューネンは牧口による言及が際立っており、牧口の縦横無尽の応用
が見られる。
　しかしこの 3 点の考察に先立って、いくつかの準備が必要である。研究手順を踏
まえなければならない。明治期日本の書誌研究の難所が待ち受けていることも容易
に予想される。逸る心を抑え、『人生地理学』研究の新参者として、その心構えと
準備とから始めよう。まず『人生地理学』全体に対する基本的立場・基本的読解に
ついて述べたい。次に『人生地理学』の先行研究を経済学徒の立場から確認した
い。『人生地理学』の経済思想研究の中心は、第 3 編の第25章、第26章、および第
27章の「産業地論」すなわち産業立地論である。しかしそれに先立って第24章に経
済に関する記述があるから、これをまず取りあげる。そして産業立地論の内容に入
って、まず牧口による経済学文献の利用の特徴を見る。次に産業立地論の各章を概
観し論点を提示する。今回はここまでの内容により、まずは『人生地理学』に経済
思想が満載である点を明らかにしたい。
2 ．小論の基本的立場─学際の書・警世の書
　『人生地理学』（訂正増補第 8 版、1908年、明治41年）の構成は、「例言」、「緒論」の
後、以下のように 4 編からなっている4）。
　第 1 編「人類の生活処としての地」
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　第 2 編「地人相関の媒介としての自然」
　第 3 編「地球を舞台としての人類生活現象」
　第 4 編「地理学総論」
　「緒論」は第 1 章～第 3 章の 3 章、第 1 編は第 4 章～第16章の13章、第 2 編は第
17章～第22章の 6 章、第 3 編は第23章～第32章の10章、そして第 4 編は第33章～第
37章の 5 章、全37章からなっている。
　『人生地理学』は地理学の書であるが、地理学に収まり切らない社会科学の書で
もある。第 1 編と第 2 編の 2 編は主として自然現象・自然条件の内容となってお
り、第 3 編が主として社会科学的な内容となっている。後者の中には社会学・政治
学そして経済学等の諸科学の内容が含まれている。
　そしてこの内容が含まれた第 3 編がまさに「人生地理学の本論である」（1088、
「第八版訂正増補に就いて」1）。牧口自身が繰り返しそのように表明している。第 1 編
と第 2 編の「自然地理学」は「人生地理学の基礎をなすものなれども、人生地理学
の原理原則を与ふるものにあらず」、「予備的智識を与ふるもの」である（1079）。
第 3 編が「本論たるべきもの」であり、第 1 編と第 2 編は「この成果に達せんがた
め」のものにすぎない（1088）。第 3 編は「人生地理学本論」として「前編の考察
によりて得たる概念を、更に着眼方面を一転し、社会学並に社会的科学及び心理学
の成果たる人類の性質及び社会の性質上より推論し、何れの方面よりするも動かざ
る真理なりや否やを確む」ものである（1088）。
　そして経済と経済学の内容はこの「人生地理学本論」である第 3 編の第25章、第
26章、および第27章の「産業地論」＝産業立地論に集中して見られる。この 3 章に
ついて、国松久彌は『人生地理学』の本格研究の先駆となった『『人生地理学』概
論』（国松 1978）の中で、それを経済地理学編であるとして次のように高く評価し
ている。
「『人生地理学』の第 3 篇だけではなく『人生地理学』全体のうちにおいて白眉
であると見られる。『人生地理学』の先駆的、現代的意義は正にこれらの諸章に
集中しているといっても過言ではないと思われるのである。」（国松 1978：190）
「産業地という呼称ではあるが、経済立地または生産立地を核心として経済地理
学、さらに人文地理学を建設しようとしたのはおそらく「牧口地理学」の（マ
マ、が？）内外を通じて最初ではなかったのではないかと思われるのである。」
（国松 1978：193）
　小論は、『人生地理学』を経済地理学の先駆的著作とする国松のこのような評価
には納得するが、『人生地理学』全体の内容に関しては、国松の評価・立場とは大
きく異なる。
　『人生地理学』の大きな特徴の 1 つは地理学以外の記述が多い点である。小論は
この点にひじょうに大きな意義を見出すものである。国松は、同書全体にわたっ
て、『人生地理学』の地理学史上の位置づけについて詳細に説き、さらに地理学の
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研究対象からの逸脱部分、地理学として不要な部分についても詳細に指摘してい
る。地理学と題する以上、逸脱は許されないかのようである。
　しかしそうした逸脱部分について、そもそも牧口自身は次のように述べてきわめ
て自覚的であった。
「吾人観察の対象は常に現在の活社会にあるが故に、正当に解せんとせば勢ひ時
事の問題に接触せざる能はず。されば本書の目的上より常に戒めつゝも、時に筆
端の主題外に逸したる所なきにあらず、是れ亦た読者諸君の諒察を乞はんと欲す
る所なり。」（例言 4 ）
　経済地理学の大家の「読者」には「諒察」されなかったようである。しかし結
局、『人生地理学』の現代的意義と魅力はその逸脱も含めたものである。その逸脱
を除いてしまっては魅力が半減してしまう。
　「吾人観察の対象は常に現在の活社会にあるが故に、正当に解せんとせば勢ひ時
事の問題に接触せざる能はず」とする牧口の姿勢は、「その日の出来事を掴み取り
……常に時間の相の下にものを書く」（Keynes 1972：199）というケインズの説く経
済学の精神に通じるものがあると思う。牧口研究の碩学・斎藤正二が指摘するよう
に『人生地理学』は「全巻をつらぬく主題それ自体が極めてアクチュアルな（した
がって、火急に解決を迫られている）社会的問題に密着しつつ提示されている」「思想
的著作である」（斎藤 1983a：350、cf．斎藤 2002：480）。この斎藤の見解を支持した
い。
　『人生地理学』は、社会思想書・政治思想書そして経済思想書となっている側面
があり、学際の書・警世の書としてむしろ現代的である。小論は『人生地理学』を
そういう大著として基本的に見ている。したがって、『人生地理学』の内容が地理
学固有の研究対象であるか否かには拘泥しない。そうした点は地理学者にゆだねた
い。以上が小論の基本的立場である。
　さらにもう 1 点、思想史的観点の小論の基本的立場を明記しておきたい。先の斎
藤は『人生地理学』の研究に関して「軈
やが
ては人類愛、個人の尊厳、自由および民主
主義、国際平和にまで往き着かざるを得なくなるが、当面の入門としての思考は徹
底的に論理的であれ、初めから終わりまで科学的理性の声に耳澄すべし」（斎藤
1996c：543）と注意を促している。やや強引ながら斎藤の警告の前半に比較思想研
究・応用研究・現代の発展的研究（古典活用）、後半に基礎研究（古典研究）を当て
はめてみよう。そうすると今回、小論は、「新視角＝新構想の牧口研究」をめざし
て、その気概だけでも持ちつつ「新来の牧口研究者」（斎藤 1983c：605─606）・牧口
研究への新参者・新規参入者として主としてまずは後者の立場に立って考察を始め
たい。
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3 ．『人生地理学』の先行研究─経済学の観点から探りつつ
　概観の域を出ないと思うが、以下に今回参照できた『人生地理学』研究の文献を
地理学・書誌研究・地理学以外のジャンル別にあげる（当然、重複があっていずれか
になりご容赦ください）。なお『人生地理学』以外を主たるテクストにした牧口研究
はもちろん除外した。その中には『人生地理学』以外の牧口の地理学文献を主たる
テクストにした研究もある（ご容赦ください）。当面、経済学との関連も見えずやむ
をえない。そうした諸研究が『人生地理学』の理解と深く関連しているとの批判は
甘受するしかない。
　まずその前に最も多く参照した斎藤正二をあげる（この点もご容赦ください）。斎
藤（1983a、1983b、1983 c、1996 a、1996b、1996 c、2002、2004、2006、2010、2012、
2013、2014、2015、2017）等である。特に斎藤（1983a、1983b、1996a、1996b）の脚
注・補注は『人生地理学』の数々の基本情報・基本的背景が得られて、きわめて重
要である。ちなみに『人生地理学』の研究者は、分野にもよると見る向きもあるか
もしれないが、誰しも否応なしに斎藤の牧口研究と格闘せざるをえないのではない
かと痛感した。
　さて地理学の文献として、小川（1908）、栗生編（1976）、國松（1978）、応地
（1982、1983）、石田（1984）、岡田（2000）、安田（2008）、竹内（2004）、山口（2009）。
書 誌 研 究 の 文 献 と し て 細 井（1996）、 塩 原（2002、2003a、2003b）、 高 橋（2002、
2003、2004、2007、2008、2012、2013）、沖（2003）、「創価教育の源流」編纂委員会編
（2017）。地理学以外の文献として、佐藤（1986）、山本（1993）、石上（1993）、熊谷
（1995）、宮田（1995）、杉本（1996）、村尾（1997、2002、2004）、小出（2004）、押金
（2004）、松井（2011、2015、2018）、伊藤（2012）、中島（2013）、高橋（2016）。
　要は、以上の諸文献の中には、経済・経済学に関する言及も散見されるが、経済
学固有のアプローチはこれまでのところ見受けられない点である。本研究では経済
に関して言及した代表的な文献として、上記の國松の経済地理学研究の他、村尾
（1997）、斉藤（1983a、1983b、1996a、2004、2010）を取りあげる。ちなみに牧口価
値論の研究においても経済学固有のアプローチはこれまでのところ例外はあるが同
様の状況である5）。牧口経済思想研究の後半が目指す分野はそこである。実は当初
は、牧口価値論の経済学の観点からの解読を準備していたのだが、念のために『人
生地理学』を読んでみたところ、経済学徒として衝撃を受け、小論となった次第で
ある。
4 ．経済活動─「倉廩満ちて栄辱を知り、衣食足りて礼節を知る」
　第 3 編「地球を舞台としての人類生活現象」の産業立地論に先立つ第23章と第24
章とは主として社会学の内容となっている。第24章は「社会の分業生活地論」と題
されているが社会学の分業論が展開されている。経済学の分業論は産業立地論の中
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にある。『人生地理学』の他の章にも分業関連の記述があるが、それも含めて産業
立地論の分業論を取りあげる際に合わせて見ることにしよう。
　さてしかし第24章には経済に関する牧口の基本的立場が表明されている。まずは
それを取りあげることにしよう。第24章第 1 節の「社会の各種活動」の分類の中で
「実業的活動」＝「経済的活動」（700）が筆頭にあげられている。そして第 2 節「実
業及政治」の中で経済活動の意義・位置づけがなされている。まず経済活動を「実
業的生活は社会の物質的需用を充たす所の者にして人類の衣食住の須要に基きて生
じたるもの」（702）と端的に規定している。そして「盖し飢、寒、温等の自然力に
抵抗して其生存を遂ぐるに欠くべからざる手段たる衣食住を得んとするの活動は個
人生活の基礎たると共に社会生活の基礎たり」（702）と見ている。この経済活動の
種類は生産・流通・消費の「三個の作用」（216）からなる。次に経済活動と他の社
会的諸活動との関係を端的に示すものとして「倉廩満ちて栄辱を知り、衣食足りて
礼節を知る」（216）という管子の有名な格言をあげた上で、次のように述べている。
「人間が此世に生存するに当りては衣食住の根拠を離れて何等の活動をも為すこ
と能はず。吾人が知能的、道徳的及び宗教的等の高尚なる精神活動をなし得る
は、唯々欠亡の窘迫、飢餓、恐怖に対して保護せらるゝの安心ある時にあるの
み。是故に他の社会的活動の性質及び其発達の程度は此活動の進否によりて決定
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
せらる
0 0 0
。経済的活動は社会の真正なる基礎なりと謂ふを得べし
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。若しも社会、国
家が此基礎的経済活動（或は機関）を等閑に附して政治、軍備、教育等の機関の
拡張を図らんか、唯々破産あるのみ。近来我邦の社会が実力養成に其意を注くに
至りたるは即ち此関係を自覚したるなり。実に社会国家に於ける一切の政策は悉
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
く富国政策の基礎の上に置かれさるべからず
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。然れども独り実業機関のみの発達
によりて社会は発達し得べからさるは論を俟ざる所なり。」（704─705）
　宇野シューレの一員だったという村尾行一は、『牧口常三郎の『人生地理学』を
読む』（村尾 1997）において、牧口の経済思想をマルクス経済学のレンズで解釈し
ている。村尾は、『創価教育学体系』の「価値論」における牧口のマルクスへの言
及（牧口 1982：213）から『人生地理学』へと遡行して、この経済活動の引用文に
関して「経済下部構造説」と題して「牧口は弁証法的唯物論者かと見紛うほどであ
る」と評している（村尾 1997：178─179）。牽強付会とまでは言わないが、マルクス
経済学のローラーで塗り潰されているかの如き、それでいて牧口はマルクスを超え
たとする不思議な牧口讃歌である。
　『人生地理学』にはアダム・スミスもマルクスもその名はないが、マルクスでは
なくてスミスとの比較ならば理解できる。前述の斎藤正二はスミスの『人生地理
学』への影響について次のように述べている。
「じっさいに……『人生地理学』をひらくと、随処にと称してよいほどに、アダ
ム・スミス『国富論』の自由主義経済理論を咀嚼＝消化して獲得した成果が歴然
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とみられる。若き牧口の平和理論─日露戦争開戦に断固反対しているのだ─もま
たスミス『国富論』の強い影響下に書かれたという根拠を、はっきり指摘するこ
とができる。さらに牧口晩年の教育理論にもスミスの影響を看取し得る。」（斎
藤 2004：589─590）6）
　残念ながら、その具体的な根拠・展開は示されてはいないが、斎藤のアプローチ
の方が自然である。後述（次号）となるが確かにスミスの間接的な影響は分業論等
の中に見ることができるからである。
　ところで村尾流の「読む」自由比較思想研究が許されるなら、マルクスよりはや
はりスミス経済学のレンズで次のような基本構想による議論をしたい7）。（1）衣食
住の順序について考察する。（2）スミスが『国富論』の中で、イングランドでは革
靴が生活必需品で、どんなに貧しくとも靴を履かずに人前に出るのは恥ずかしいと
思うものであると説いた一節をあげる。（3）これを援用したアマルティア・センの
貧しくとも教育を後回しにしないという教育重視論をあげる。（4）牧口価値論の
「利」をセンの潜在能力アプローチと比較する。そして（5）伝記的アプローチをと
って、牧口が小学校長として、身銭を切って赤貧洗うがごとき児童たちの世話をし
ていた姿に、貧しくとも教育を後回しにしない実践を見たい。
　いずれにしても自由比較思想としてはともかく、経済思想史の観点から見る小論
は、次にあげる牧口が参照した、もしくは参照したと推定される文献やその関連を
拠り所として解釈するから、やはり以上のような解釈は当面やめておきたい。
　ここは、「近来我邦の社会が実力養成に其意を注くに至りたるは即ち此関係を自
覚したるなり。実に社会国家に於ける一切の政策は悉く富国政策の基礎の上に置か
れさるべからず」とあるように、明治期の発展途上国日本、という牧口の現状認識
を見れば、当面は十分である。牧口によれば、当時の日本は「富国となすの域に達
せざる」「貧強国」であった（906─907）。
5 ．産業立地論の経済学利用─経済学の「参考要書」
　産業立地論の「以上三章参考要書」（872）として以下の文献があげられている。
この「参考要書」を調査した応地（1982：278─279）の結果も参考にして、判明した
分だけであるが、著者・訳者のフルネーム、刊行年等を［　　］内に挿入し、さら
に文献ごとに改行して示すと以下のようになる。
「以上三章参考要書＝
▲ロッシェル氏「商工経済論」（平田東助外三氏訳）［原著1881年、1896年、明治29
年］
▲マーシャル氏「経済原論」（井上辰九郎氏訳）［原著1892年、1896年、明治29年］
▲金井［延］法学博士「社会経済学」下巻第二編［1902年、明治35年］
▲田島［錦治］法学博士「最近経済論」［1897年、明治30年］
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▲［ J・S・］ミル氏「高等経済原論」（天野［為之］法学博士訳）第六章第一節
［原著1848年、明治24年］
▲シヂゥヰック氏「経済政策」（田島［錦治］法学博士外一氏訳）［1897年、明治30
年］
▲バステーブル氏「外国貿易論」（同上訳）［1897年、明治30年］
▲新渡戸［稲造］農学博士「農業本論」［1898年、明治31年］
▲メーヨー、スミス氏「経済統計学」第一編（呉文聡氏訳）［1902年、明治35年］
▲メークルジョン氏「比較的新地理学」中の商業地理［1897年、明治30年］
▲志賀重昻氏「九州に於ける将来工業」（地理講義第十三章）［1889年、明治22年］
▲国民新聞第三五六一号及び第三六九の号
▲「日本」新聞第三六四〇号
▲プッヘンベルゲル氏「漁業論」（早川鉄治氏［ほか一氏］訳）［1894年、明治27年］
▲シモンズ氏「海産論」［浜野定四郎ほか一氏訳　1881年、明治14年］
▲建部［遯悟］文学博士「社会学」
▲ギッヂングス氏「社会学」（遠藤［隆吉］氏訳）第三編第四章［1900年、明治33
年］」（872）
　山口弥一郎によれば、『人生地理学』の参考文献は訳書が71冊、うち地理学関係
が50冊、社会学関係が17冊である（国松・野間・山口・矢ケ崎 1976：42）。上記の 3
章のうち経済学関係は 8 冊か 9 冊かも知れない。少なくとも牧口経済思想の形成と
特質を把握するために、上記 3 章の文献をすべて確認したい。そうすべきなのであ
るが、いかんせん入手困難なものが多い。『牧口常三郎全集』の『人生地理学』「校
訂・脚注・補注」を担当した斎藤正二には、その内容から見て、相当、「参考要書」
の蔵書があったと思われる。将来公開されることを期待したい。
　なお牧口はチューネン『孤立国』（Thünen 1966）の日本における地理学史上の先
駆的紹介者・導入者であるが、上記にはあげられていない。斎藤のチューネンに関
する補注（斎藤 1996a：270）も未完となって残念である8）。いずれにしても入手で
きない文献との関連について考察する際には、もちろんすべて、それで論点が明ら
かになるというわけではないが、斉藤の脚注だけでもたいへんありがたいところで
あり、小論は多くを負う。なおしかし後述（次号）となるが幸いチューネンに関し
ては応地（1982、1983）の研究がある。
牧口の直接引用
　まず牧口が本文の中で氏名を明記して直接引用した文献を、校閲者の志賀を除い
て、あげてみよう。マーシャル（770）、ヘルマン（775）、ポール・ルロア＝ボーリ
ュー（「ボユリュー」）（797）、カーネギー（797）9）、アレクサンダー・フォン・ペーツ
（798）10）、ミル（806）11）、およびメークルジョン（810─811）12）の 7 個所である13）。「仏
国の経済者」ポール・ルロア＝ボーリューは脚注（斎藤 1996a：290）では不詳とさ
れているが、おそらく Paul Leroy-Beaulieu（1843─1916）。ルロア＝ボーリューに関
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しては、さしあたりその明治期の受容も含めて、柳瀬（2002）に詳しい。アレクサ
ンダー・フォン・ペーツも脚注（斎藤 1996a：290）では不詳とされているが、おそ
らく Alexander von Peez（1829─1912）。なお現段階でマーシャルを除き、訳者はす
べて不明のままである。
　ここでは本研究において今後重要となるマーシャルと典拠が一応推定できたペー
ツの引用を確認しておきたい。
　マーシャルは第26章第 1 節「原始的産業と地」の（1）「農業と地」の中で次のよ
うに引用されている。
「さればマーシャル氏は曰へり「太陽及び風雨の作用は、即ち土地の各部に向つ
て造化の確保せる一種の年金なりと云ふべく、土地の所有権は動植物の生命と、
活動とに必要なる場所の所有権と共に此年金の既得権とを包含するものと云ふを
得べし」と。要するに吾人か通常肥沃なる土地として高き地価を与ふるものは之
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
を分解して観察すれば以上の両性質を具備するものに外ならざるなり
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。」（770）
　これを「参考要書」にある井上辰九郎訳13）のマーシャル「経済原論」（1898年）
＝『産業経済学要論』（原著1892年）と比較してみよう。次のようになっている。
「……太陽及び風雨の作用は、即ち是れ土地の各部に向ては造化の確保せる一種
の年金なりと云ふべし。而して土地の所有権は此年金の所有権を包含し又其他動
植物の生命と活動とに必要なるべき場所の所有権をも包含す。但此場所の価格は
其の有する地理上の位置の如何に由りて影響せらるゝや少からざるものとす。」
（Marshall 2003：89．訳180）
　牧口の文献の引用・活用の仕方がわかる興味深い一例である。原文をあげると以
下の通りである。
……the action of the sun and the wind and the rain are an annuity fixed by 
nature for each plot of land. Ownership of the land gives possession of this 
annuity : and it also gives the space required for the life and action of 
vegetables and animals ; the value of this space being much affected by its 
geographical position.（Marshall 2003：89．）
　『産業経済学要論』は『経済学原理』（1890年）の要約版である。『経済学原理』に
同一の文章があるから、現代的な訳を引用しておこう。
「……太陽と風と雨の作用は、土地の各地点に対して自然が定めた年金のような
ものである。土地の所有はこのような年金の占有を与える。それはまた植物と動
物の生存と活動のために必要な空間を与える。空間の価値はそれが持っている地
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理的な位置によって大きく影響される。」（Marshall 1949：121訳 2 ：13─14）
　なおこの引用を含む「農業と地」の前半はほとんど全面的にこの井上訳マーシャ
ル『産業経済学要論』に準拠している。牧口は次のように述べている。
「植物の生命は土地の化学的及び器械的作用によりて支持せらるゝものなれば、
農業地の条件としては土地は先つ此両性質を併有するものならざるべからず。」
（769）
　このように述べて、以下「化学的性質」と「器械的性質」について説明してい
る。「マーシャル曰く」の引用はこの説明のまとめの部分で用いられている。なお
マーシャルの『産業経済学要論』（Marshall 2003：88─89）は「器械的性質」を先に
説明している。「器械的」は原語では mechanicallyとなっている。ちなみに『経済
学原理』の当該部分の訳は「力学的」（Marshall 1949：121訳 2：12）となっている。
全文を比較対照するとさらに類似がよくわかるが、いかんせんあまりにも長くなり
すぎる嫌いがある。ともかく以上からまず本研究が今後頻繁に論及するところとな
るマーシャル準拠の一例を確認できた。
　次にペーツに関して、牧口は「バワリアの経済学者フォン・ペーツ博士の説頗る
凱切なるものあり」と述べて次のように引用している。
「欧洲将来の運命を支配すべき大利害は支那にあらす又南阿にあらず
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、真に米国
0 0 0 0
にあり
0 0 0
、英国の商業は徐々着々発達せり。独逸は一統後、英国を驚かすべき急速
を以て商業的進歩をなせり。然れども米国の商業に至つては単に急速なる進歩を
なせりと云ふのみにては、ことばの不足なるを感ず。米国は実に暴風の勢を以て
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
猛進せり
0 0 0 0
。北米合衆国は東に大西洋
8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
、西に太平洋
8 8 8 8 8
、内に大河
8 8 8 8
、大湖を有して交通
8 8 8 8 8 8 8 8
の便
8 8
大
4
なるに加へ
8 8 8 8 8
、地豊沃にして農産物に富み
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、又た鉄
4 4 4
、石炭の殆んと無尽蔵の
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
富源を包蔵す
4 4 4 4 4 4
。加之、其住民は英国と独逸との最も企業的精神に富みたる人々の
血を混したる人種にして、其不断の確実なる活動、非凡なる精力、職業に対する
熱心、忠実、是れ彼等の特質なり。三大競争国は各重荷を負ふ。英国は南阿。独
逸は支那。米国は比律賓によりて大に自由を傷害せらる。然れとも比律賓は最も
軽き荷物にして、米国は直ちに其重力の圧迫より免れて大々的に欧洲に其勢力を
及ほさん事疑ふべからず云々」（798）
　牧口の典拠は不明なのであるが、このペーツの引用と類似した記事がある。『ニ
ューヨークタイムズ』1901年 6 月27日号の「アメリカに警告／アレクサンダー・フ
ォン・ペーツ博士がヨーロッパの対合衆国関税戦争に助言」Warned against 
America/Dr. Alexander Von Peez Advises a European Tariff War on the United 
States と題する記事の中に、ペーツの論文「産業支配権争い」The Struggle for 
Industrial Supremacy が引用されている。その引用部分をあげてみよう。
─　　─46
通信教育部論集　第22号（2019年 8 月）
Not China, and not in the Transvaal war,… but the race between the great 
industrial countries — England, Germany, and, the United States — for me to 
coolly calculating politicians the foremost, weightlest, and most-enduring interest 
of the future. Slowly has England grown commercially, more rapidly has 
Germany risen after gaining political unity and establishing the protective 
system, but like a storm is the forward movement of the United States.… rising 
in the New World with sinister rapidity.… Its nationality has its roots in 
Germanic traits. It received, either from its Celtic mixture or as a characteristic 
of American soil, its qualities of unrest, assertiveness, and unexpectedness in 
action. The American has had the good luck, besides, to draw to himself from 
his two competitors a share of their own skill and of their own acquisitions 
through emigration from Germany and England. From the combination of all 
these qualities has resulted the undoubted superiority of a mighty land, 
stretching from ocean to ocean, full of coal and iron and treasures of the soil, 
inhabited by a trained, numerous, and daring people, spiritually and morally 
undistracted, ardently devoted to their various pursuits. The tree competing 
countries now suffer from obstacles which hinder their free movement. 
Germany has China, England the Transvaal, America the Philippines. From 
appearances, the United States will be the first to throw off its burden. After 
that country shall be free from the Philippine war, its industrial advance upon 
Europe will be fully manifested. （The New York Times．1901/06/27）
拙訳も記す。
「中国でもトランスヴァール戦争でもなく……冷静に計算する政治家にとって
は、将来の最優先・最重要にして最も永続的な利害関心事は─イギリス・ドイ
ツ・合衆国という─巨大産業国間の競争であると思われる。イギリスは商業的に
着実に成長し、ドイツは政治的統一を得て、保護体制を確立後、急速に成長して
きたが、合衆国の急激な勢いは嵐のようである。……異様な速さで新世界の中で
成長している。その国民性はゲルマン民族の形質の中にルーツがある。その国民
性は、ケルト民族との混交となっているか、アメリカという国の一特質として、
不断にして自信に満ちた予測できない行動という性質となっているか、いずれか
である。さらに、アメリカ人は、ドイツとイギリスからの移民を通して、 2 国の
競争者から、彼ら自身が分かち持っている熟練と習得を吸収するという幸運に恵
まれている。こうしたすべての性質の結合は、精神的・道徳的に取り乱さず、さ
まざまな職業に熱心に従事し、訓練が行き届いた数多くの人々が住む大西洋から
太平洋に至る広大な土地、豊かな石炭と鉄、大地の宝庫という優位をもたらし
た。この 3 つの競争国は現在、その自由な行動を妨げる障害に苦しんでいる。ド
イツは中国、イギリスはトランスヴァール、アメリカはフィリピン。状況から見
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て、合衆国がその重圧から脱却する最初の国となるだろう。合衆国がフィリピン
戦争から解放された後には、ヨーロッパへと産業進出してくることは十分明らか
である。」
以上の比較対照により同一の内容と推定してよいのではないだろうか。
　なお後述のように最も依拠したはずのロッシャーの名をあげた言及は 1 個所
（741）である14）。またチューネンの名をあげた言及は 5 個所（771、776、857、868、
870）と最も多い15）。
牧口の経済学文献の利用
　次に産業立地論の「参考要書」を含め経済学文献がどのように活用されていたの
か、この点を斎藤の脚注（1996a：243─342）を軸に整理してみよう。まず応地
（1982：280─281）も指摘するように、牧口自身が「尚ほ附記すべきもの甚だ多しと
雖も、今は記憶に浮ばざるを遺憾とす」（例言 6）と述べている点から、「参考要書」
は「要書」であって、牧口の参考文献を「網羅」したものではない。ちなみに「参
考要書」の中にある金井延『社会経済学』（金井 1902）は「下巻第 2 編」と明記さ
れているが、斉藤がその脚注において明らかにしているように、牧口は他の個所も
多く利用している。そうした点も勘案してまとめた結果が表 1 である。表 1 は牧口
が前述の直接言及した経済文献・経済学者等、「参考要書」およびそれ以外に斎藤
が脚注であげた経済学文献も含めた一覧である。一目瞭然、ロッシャー16）と金井
が圧倒的に多いことがわかる。
　牧口がロッシャーと金井の両者にどのように準拠・踏襲し、摂取し、どのように
応用したのか、比較対照により牧口独自の展開を明らかにしなければならない。
各々かまとめてか、いずれにしても別稿を要するのではないかと思われる。よって
他日を期したい。さらにまた金井のほか天野為之、田島錦治等も含めた明治日本経
済思想史上の観点から、牧口がどのように摂取していたのかという課題もある。こ
の点も他日としたい。本研究では、前述のように先にスミス、マーシャル、および
チューネンの方から検討を加えたい。
6 ．産業立地論の概要─経済思想の論点を探りつつ
　産業立地論の各 3 章を概観し、経済学の観点から興味深い点を探りたい。まず論
点のみを指摘し、具体的な検討は次号以降とする。
第25章「産業地論　上」
　第25章「産業地論　上」は、以下の 4 節からなる。
　　第 1 節「消費せんとする欲望と地」
　　第 2 節「生産業の種類」
　　第 3 節「産業の発達」
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表 1　産業立地論の経済学利用─『人生地理学』第25章・第26章・第27章
本 文 頁
脚注番号
脚注頁 推定参考文献
243（3） 243─244 金井延『社会経済学』
243（3） 244 ロッシャー『商工業経済学』
243（7） 244 金井延『社会経済学』
243（8） 244 金井延『社会経済学』
244（3） 245 金井延「社会経済学」
244（7） 243─244 天野為之『経済原論』
244（8） 243─244 金井延『社会経済学』
245（11） 247─248 天野為之『経済原論』
245（15） 248─249 金井延『社会経済学』
246（3） 250─251 金井延『社会経済学』
252（3）・（4） 257─258 金井延『社会経済学』
255（8） 261 ロッシャー『商工業経済学』
262（1） 267─268 金井延『社会経済学』、天野為之『経済原論』
262（3） 268 金井延『社会経済学』
264（4） 269 マーシャル『産業経済学要論』
265（10） 270 チューネン『孤立国』（今関常次郎「実用教育農業全書
第七篇　農業経済篇　全」）
268（7） 273 ロッシャー『商工業経済学』
268（5） 272 ヘルマン（出典不明）
269 チューネン『孤立国』
270（2） 274─275 ロッシャー『商工業経済学』
275（2） 279 ロッシャー『商工業経済学』
279（4）・（5） 284─285 金井延『社会経済学』
284 カーネギー「欧州対北米合衆国」（訳者不明）
284（1） 290 ポール・ルロア＝ボーリュー「米国の産業と欧洲」（訳
者不明）
285（2） 290 アレクサンダー・フォン・ペーツ　The Struggle for 
Industrial Supremacy（訳者不明）
291 ヒュー・ロバート・ミル『万国地理学』（訳者不明）11）
293（8） 296 金井延『社会経済学』
294（1） 297 金井延『社会経済学』
294（2）・（3） 297─298 金井延『社会経済学』
294（4） 298 メークルジョン『比較的新地理学』（訳者不明）
295（7） 298─299 金井延『社会経済学』
295（8） 299 ロッシャー『商工業経済学』
295（9） 299─300 金井延『社会経済学』
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296（2）・（3） 301 ロッシャー『商工業経済学』
296（5） 301 ロッシャー『商工業経済学』、金井延『社会経済学』
296（7） 301 ロッシャー『商工業経済学』
301（12） 306─307 ロッシャー『商工業経済学』
302（1） 308 ロッシャー『商工業経済学』
303（1） 308─309 ロッシャー『商工業経済学』
304（1） 309 金井延『社会経済学』、ロッシャー『商工業経済学』、マ
ーシャル『産業経済学要論』
305（3） 309─310 ロッシャー「商工業経済学」
305（4） 310─311 ロッシャー『商工業経済学』
306（1） 311 ロッシャー『商工業経済学』
306（3） 312 ロッシャー『商工業経済学』
307（4） 313 ロッシャー『商工業経済学』
308（2） 314 ロッシャー『商工業経済学』
320（4） 325 ロッシャー『商工業経済学』、マーシャル『産業経済学
要論』
320（5） 325─326 ロッシャー『商工業経済学』
320（7） 326 ロッシャー『商工業経済学』
323（10） 328─329 金井延『社会経済学』、ロッシャー『商工業経済学』、マ
ーシャル『産業経済学要論』
323（11） 329 金井延『社会経済学』
323（12） 329 金井延『社会経済学』
323（13） 329─330 金井延『社会経済学』
323（14） 330 金井延『社会経済学』
323（16） 330 金井延『社会経済学』
323（17） 330 金井延『社会経済学』
323（18） 330─331 マーシャル『産業経済学要論』
323（19） 331 マーシャル『産業経済学要論』
324（2） 331─332 マーシャル『産業経済学要論』
326（2） 336 チューネン『孤立国』
328（6） 338 ロッシャー『商工業経済学』
329（6） 338─339 金井延『社会経済学』
333（2） 340 ロッシャー『商工業経済学』
334─335 341─342 チューネン『孤立国』
335 チューネン『孤立国』
注：斎藤（1996a）の脚注が中心であるから、『全集』（初版）（牧口 1996）の頁を表示して
ある。脚注番号のないものは脚注なし。265のチューネンは応地説（応地　1982、1983）に
よる。291のミルに関しては注12を参照。外国語文献はタイトルを変更しているものがあ
る。
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　　第 4 節「職業の心身に及ぼす影響」
　第 1 節は、消費活動に関する欲望の分類となっている。ロッシャーによって、
「人生の欲望の 3 種」として「自然的欲望」、「応分的欲望」、「奢侈的欲望」をあげ
ている。欲望は「文化」、「気候」、「地上の位置」の「条件」により異なる（741─
742）。
　第 2 節には、生産要素と分業などに関する記述がある。これに関しては別途、後
述（次号）とする。「産業の種類」として「 1 ．猟業　 2 ．漁業　 3 ．鉱業　 4 ．農業　
5 ．林業　 6 ．牧畜業　 7 ．製造業　 8 ．工業　 9 ．商業　10．運輸業」の10種類をあげ
ている。そしてこれらをさらに区分して、猟業・漁業・鉱業＝「天然産物採取業」、
農業・林業・牧畜業＝「粗品の生産業」、製造業・工業＝「粗品加工業」、および商
業・運輸業＝「貨物の転移業」となっている。また猟業・漁業・鉱業・農業・林業
および牧畜業の 6 つを「原始的産業」、製造業・工業・商業および運輸業の 4 つを
「分支的産業」と分けている（745─746）。
　第 3 節は、牧口の経済発展段階説である。（1）「狩猟及漁時代」、（2）「遊牧時
代」、（3）「農業時代」、（4）「商業時代」、および（5）「工業時代」と 5 段階説であ
る（747─750）。
　第 4 節は、「職業と身心」の関係に関して、「商業と心意」、「農業と心意」、「林業
と心意」、「漁業と心意」、および「工業と心意」と職業別にまとめられている（751
─766）。工業の個所に分業に関する記述があり、これも後述（次号）とする。
第26章「産業地論　中」
　第26章「産業地論　中」は、農業立地論と工業立地論の内容である。以下の 4 節
からなる。
　　第 1 節「原始的産業と地」
　　第 2 節「製造工業の性質及其分類」
　　第 3 節「手工製造業と地」
　　第 4 節「機械工業と土地」
　第 1 節は、（1）「農業と地」、（2）「鉱業と地」、および（3）「水産業と地」の 3 項
からなる（767─776）。「農業と地」には、マーシャルの引用があり、そして問題の
チューネン『孤立国』が取りあげられている。この点は別途、後述（次号）とす
る。なお牧口はチューネンの農業の「孤立国の理論」は水産業にも「転用」できる
と見ている（776）。
　第 2 節は、工業立地論と工業の分類である（776─778）。
　第 3 節は、（1）「実用手工業と地」と（2）「高価なる奢侈品の工業と地」の 2 項
からなる（778─783）。
　第 4 節は、（1）「製造業の各要素と製造地」、（2）「将来の製造業最盛地」、および
（3）「特殊製造業と地」の 3 項からなる（783─809）。（1）「製造業の各要素と製造地」
は、さらに次のように分けられている。①「原料品と製造地」、②「生産原動力と
製造地」、③「労力と製造地」、④「資本と製造地」、⑤「販路と製造地」、および⑥
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「製造場設立用地の性質」（785─795）。（3）「特殊製造業と地」も、さらに次のよう
に分けられている。①「林産製造業と地」、②「鉱山製造業と地」、③「水産製造業
と地」、④「農産製造業と地」、⑤「格段なる農産製造業と地」、⑥「化学工業と
地」、および⑦「各種工業の聯合発達地」（801─809）。
　以上の第 2 節以降は、第26章の圧倒的内容を構成するものであり、別稿にて全体
的に検討してみたい。前述の国松（1978：207）が「『人生地理学』の内容のうちで
も特に白眉である」と評した個所である。国松はウェーバーの工業立地論との詳細
な比較分析を行い、その先駆的意義を説いたが、牧口の経済思想形成を探る観点か
ら、次号にて、さしあたって産業集積論について、マーシャルと比較してみたい。
第27章「産業地論　下」
　第27章「産業地論　下」は、商業地理学と交通地理学の内容である。以下の11節
からなる。
　　第 1 節「商業地理及其原則如何」
　　第 2 節「交通機関の種類及要素」
　　第 3 節「交通機関の発達及其各種の長短」
　　第 4 節「交通手段の進歩と人生」
　　第 5 節「交通の進歩と社会団躰の変動」
　　第 6 節「通路系統と地」
　　第 7 節「貨物流通の径路」
　　第 8 節「貨物流通の距離」
　　第 9 節「貨物移動の分量及時期」
　　第10節「中心市場と地」
　　第11節「立国の基礎としての地」
　以上の構成からある程度は察せられるように、第27章は重厚な内容となってい
る。
　第 1 節においてその研究対象について牧口は次のように述べている。
「経済学の上に於て
0 0 0 0 0 0 0 0
貨物の流通
4 4 4 4 4
或は
0 0
貨物の循環
4 4 4 4 4
或は
0 0
交易
4 4
の称ある一方面の経済的
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
活動にして
0 0 0 0 0
、吾人が将に観察の歩を進めんとする所の現象なり
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。」（810）
　そして本章のテーマについて次のように述べている。
「吾人が商業地理に於て知らんと欲する所は
8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
非常に錯綜したる貨物流動の間に一
定の法則の概括せらるべきものありや否や、若しありとせば果して如何、切言す
れば如何なる貨物を何れの地方に送らば最も利益多きかの実際問題を判定するの
8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
標準たるべきものは何ぞやと
8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
云ふことなり
0 0 0 0 0 0
。」（811）
　第 1 節には分業の記述が見られ、この点は後述（次号）とする。
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　第 2 節はタイトル通り、交通機関の分類である。
　第 3 節は「交通機関の進歩を概観」（822）したものである。19世紀を「交通機関
革命時代」と見て、20世紀のさらなる進歩を予想している（822）。また「言語の運
送」、「言語運搬機関」として通信機関にも言及している（825）。
　第 4 節は、交通手段の「社会経済に及ぼす影響」＝「生産費の節約」と「社会の
政治的生活に及ぼす影響」があげられている。さらに交通革命による世界的な変化
について次のように述べている。
「交通機関の進歩は啻に国民生活に大変動を呈したるのみならず、全世界の社会
生活に於ても大変動を呈せり。即ち鉄道及汽船出でゝ茲に世界経済の端緒を
0 0 0 0 0 0 0 0
開
0
き
0
、電信出てゝ世界の市価を速知するを得せしめ、依て以て市場の範囲を拡張
0 0 0 0 0 0 0 0
し
0
、世界を一大市場と化成するに至れり
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。」（829）
これは明らかに当時のグローバリゼーションの認識である。
　第 5 節は、交通機関の発達による時代区分として、（1）「河湖交通時代」、（2）「内
海及び沿海交通時代」、（3）「遠洋交通時代」、および（4）「内陸交通時代」と交通
機関の発達による 4 つの時代区分によりまとめられている（835─842）。それに先立
って、交通の進歩により地理的障害が取り除かれた帝国主義時代の現状認識が見ら
れるが、別途、後半（次号以降）で取りあげたい。
　第 6 節は、（1）「通路系統と地」（ 1 「道路の方向と地勢」、 2 「道路の屈曲と地勢」、
3 「道路の結節点と地勢」）、（2）「鉄道系統と地」、および（3）「海路系統と地」の 3
項からなる（844─851）。
　第 7 節は、（1）「気候に基づく産圧力の差異」、（ 1 「気温に基づく産圧力の差異」、
2 「雨量の分布に基づく産圧力の差異」）、（2）「地表の形成に基づく産圧力の差異」、
（3）「都市に対する位置に基づく産圧力の差異」、および（4）「文化の程度に基づく
産圧力の差異」の 4 項からなる（854─859）。このユニークな需給分析については、
別途、後述（次号）とする。
　第 8 節は、輸送費の分析である。
　第 9 節は、第 7 節の需給分析のタームが多く使われており、第 7 節と合わせて後
述（次号）とする。
　第10節は、第29章の都市地理学の予告となっている。
　第11節は、国際版、日本版のチューネンモデルがある。第26章第 1 節のチューネ
ンへの言及と合わせて別途、次号で取りあげる。
7 ．まとめ─次の課題
　「参考要書」と牧口の引用を手がかりに、牧口による経済学文献の広範な利用が
ひとまず明確となった。『人生地理学』の経済思想は、まず國松（1978）の後世と
の比較で牧口の先駆性を中心に見る経済地理学中心解釈、また村尾（1997）のマル
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クス経済学中心解釈等では把握しきれない。小論では経済思想史の観点から牧口の
典拠の探索を開始したわけである。その立ち入った内容については次号以降にて順
次考察を加えていきたい。
　産業立地論を概観し、合わせて論点をいくつかあげたが、次号以降、注目すべき
論点をクローズアップし考察する、といった順に進めたい。その際、その他の章に
ついても関連した経済の記述がある場合には、それらも取りあげよう。
　繰り返すと『人生地理学』を読んで真っ先に気にかかった点は、分業論、マーシ
ャル、およびチューネンである。以上の 3 点をまず次号にて最優先課題として取り
組んでみたい。もう少し具体的には、生産要素・生産・価値・効用、分業論、チュ
ーネン『孤立国』、産業集積論、需給分析等と順次、考察を加えていきたい。
　さらに本研究全体の後半では、第28章「国家地論」や第31章「生存競争地論」を
中心に、植民地と帝国主義に関する記述について、経済・経済学の視点から取りあ
げて考察してみたい。以上により、まとめとして牧口常三郎の初期経済思想、すな
わち『人生地理学』の経済思想の特質を明らかにしたい。
注
1 ） 　『人生地理学』の引用は訂正増補第 8 版（牧口 1908）による。その頁のみ記す。ただ
し表記は初版底本の『全集』（牧口 1983、1996）の「凡例」に従った。ただし『全集』
校訂によるルビ・「ママ」は省略した。直接引用以外は原文の傍点・傍線はすべて省略
した。なお表 1 のみ斎藤（1996a）の脚注を中心としているため、『全集』（牧口 1996）
の頁を記す。
 　小論は『人生地理学』研究の新規参入であり、初心者目線にて以下に基本的な点に言
及する。まず『人生地理学』は次の通り初版から第11版まで出版されている。
 　初版　　1903年、明治36年10月12日印刷・10月15日発行
 　第 2 版　1903年、明治36年10月28日印刷発行
 　第 3 版　1903年、明治36年11月25日印刷発行
 　第 4 版　1904年、明治37年 3 月25日印刷発行
 　第 5 版　1905年、明治38年 6 月20日印刷発行
 　第 6 版　1906年、明治39年 5 月15日印刷発行
 　第 7 版　1907年、明治40年10月25日印刷発行
 　第 8 版　1908年、明治41年10月13日訂正増補印刷、10月18日訂正増補発行
 　第 9 版　1910年、明治43年11月 3 日印刷発行
 　第10版　1912年、大正元年 9 月25日印刷発行
 　第11版　1914年、大正 3 年 9 月25日印刷発行
以上は、牧口（1908）奥付、「復刻　人生地理学」編集部（1976：120）および「創価教
育の源流」編纂委員会編（2017：90─91、106─107、473─477）による。
　沖（2003：22）は、当時は「版」と「刷」の区別があまり明確ではなく、「刷」の意
で「版」を使用し、改訂の際は「訂正増補」としたのではないかと推察している（ちな
みに現代でも「版」と「刷」の区別は完全なものとはいえない。たとえば「刷」だから
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修正なしともいえない。字句を修正して増刷されているのはよく見受けられる。さまざ
まなケースがあるからこれ以上の言及はやめよう）。確かにそう思える発行年の間隔で
はある。しかし沖（2003：22）も確認しているように1903年10月25日に増刷があること
が明らかになっている（最多現存）（「創価教育の源流」編纂委員会編 2017：90）。さら
にいえば聖教文庫版 1 ～ 4 （牧口 1971、1972a、1972b、1975）は第 5 版を底本（未
見）として、初版とは章立てが異なっている。さらに付言すると、第 5 版は第 4 章から
第 1 章として始まり、第 8 版では初版の章立てに戻っている。ちなみに第 8 版を底本と
した聖教文庫版 5 （牧口 1980）は、聖教文庫版 1 ～ 4 までの章立てを継続しているた
め、第 8 版とは章番号が異なっている。参照の際は注意が必要である。第 8 版以外の各
版にも若干の変更があったとも考えられるが、すべて未確認である。ともかく初版と第
8 版を最優先とするも、語句・フレーズ・強調点等を含む初版から第11版までの各版異
同が明らかになることを期待したい。さらに「参考要書」を含む牧口の参考文献の書誌
研究、索引等の作成も課題である。これらすべて、非力な私にはとてもなしえない。
「訂正増補第 8 版」を含む『全集』別巻の刊行が俟たれる。ちなみに『全集』別巻の予
告は、「凡例」と「月報 5 」（第三文明社編集室 1996）にある。
2 ） 　牧口価値論については、経済学の観点というよりも分析哲学的な観点から少し論及し
たことがある。次の拙稿、坂本（2016）を参照されたい。
3 ） 　『人生地理学』と牧口価値論との接合・関連・連続性は牧口経済思想研究の最終段階
の課題である。牧口自身は『創価教育学体系』第 2 巻の「序」において次のように述べ
ている。「人生地理学は地人関係の現象を研究対象と為し、その間に於ける因果の法則
を見出さうとしたもので、全く価値現象を研究して居たのである。それは今本書に於て
価値概念を分析し、遂に其の本質を評価主体と対象との関係力なりと定義したのによつ
ても判然しよう。即ちその当時は価値といふ名称にまでは至らなかつたとはいへ、既に
薄膜一重の所に接近して居たのであるが、之を意識しなかつただけに過ぎない。……
『人生地理学』は人間の生活現象の地理的分布を対象とし、それに於ける因果の法則を
見出し以て社会の空間的各方面の連帯性を闡明せんとするものであり、『創価教育学体
系』は又被教育者の生活を指導する方法上の因果法則を探究せんとするにあるからであ
る。人生が価値の追及であることは又繰返す必要はあるまい従つて人生と離れ得ざる科
学の研究にあつては何人でも価値問題は回避の許されない前提であらねばならぬ」（牧
口 1982：206─207）。さしあたって斎藤（2010：529─591）の「『人生地理学』と『創価
教育学体系』とを繋ぐもの」を参照されたい。
4 ） 　「例言」の前に校閲者・志賀重昻の「序」、小川（1908）の批評（1903）の再録、およ
び牧口の「第八版訂正増補に就いて」がある。ちなみに初版底本の『全集』（牧口
1983）には志賀の「序」がない。省略された理由は不明である。校訂担当の斎藤
（1983a）は、驚異的なほどに徹底的に緻密であったが、その斎藤の方針であったのか
どうかも不明である。注 1 にて言及した『全集』別巻に収録予定なのかも不明である。
5 ） 　先駆的研究として関（1986）をあげることができる。
6 ） 　斎藤（2004：590─596）はこの後、スミス『国富論』の教育論をきわめて高く評価
し、「牧口の平和・反戦思想も直接的にはスミス自由主義経済論の薫陶下に生まれた」
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と結論づけている。しかし『国富論』第 1 編の引用と解説が中心となっており、残念な
がら、牧口との具体的な比較は見られない。なおスミスの教育論に関しては、拙稿・坂
本（2004、2011）を参照されたい。
7 ） 　（1）に関しては拙稿・坂本（2010）、（2）に関しては Smith 1976：Ⅱ：Ⅴ. ⅱ. k. 訳 4 ：
217、また（2）、（3）、および（4）に関しては拙稿・坂本（2005）を参照されたい。そ
して（5）に関しては、熊谷（1995）の「小学校長として」、「創価教育の源流」編纂委員
会編（2017）の第 3 章・第 4 章を参照されたい。
8 ） 　斎藤の補注（1996b）は第19章「気候」第 2 節「気温と人生」の途中までで終わって
いる。なお補注の「補遺」が以下に公表されている。斎藤（2012）第23章「社会」の部
分、斉藤（2013）第23章「社会」の部分、斎藤（2014）第19章「気候」の部分、斉藤
（2015）第19章「気候」の部分、および斎藤（2017）第20章「植物」の部分。これでも
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